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徳

憾

８

０

同

年

原

水

縄

韓

止

世

偏

妹

強

額

抑 「 ７
的

巾
時

的

単

広
島
六
会
に
会
加

　
・・

３
／

被
爆

８
０
周
年

原
水
爆
禁
止
世

界
大
会

メ

ツ
セ
ー
ジ
　
社
民
党
党
首
　
福
島
み
す
ほ

が

り
」

を
主
張
す

人
た
ち
が
多
数
当
選
し
た
後
に

行
わ
れ
た

「
被
爆
８
０
周
年
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
」

は
、

折

り
鶴
平
和
行
進
後
、

県
立
総
含

体
育
館
大
ア
リ
ー

ナ
で
開
か
れ
、

原
水
爆
禁
止
国
民
会
議
議
長
金

子
哲
夫

の
基
調
講
演
で
始
ま
り
、

高
校
生

。
平
和
六
便
が
活
動
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

「
原
爆
を
許
す
ま
じ
！
」

の

大
含
唱

の
後
、

秋
葉
忠
利

。
現

地
実
行
委
員
会
代
表
委
員
は
、

「
核
兵
器

の
廃
絶
を
実
行
さ
せ

る
」

と
訴
え
た
。

２
日
目
は
参
加
者

の
関
心
テ

ー

マ
の
分
科
会
に
参
加
し
た
。

（
写
真

・
報
告

…
矢
吹
）

※
歌
唱

「
原
爆
を
許
す
ま

じ
」

※
下

‥
折
り
鶴
平
利
行
進

い
怒
り
と
危
機
感
を
見
え
ま
す
。

日
本
政
府
に
は
核
兵
器
禁
止
条

約

へ
の
署
名
や
批
准
に
向
け

「
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
」

と
し

て
の
役
割
を
実
た
す

こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

ま

た

日
本

政

府

は
福

島

原

発

事

故

や

能

登

半

島

地

震

に

よ

る
教

訓

や

深

刻

な

被

書

を

一
顧

だ

に
せ

す
、

原

発

回

帰

の
政

策

を

進

め

て

い
ま

す
。

断

じ

て
許

す

こ
と

は

で
き

ま

せ

ん
。

社

民
党

は

「
核

と

人

類

は

共

存

で
き

な

い
」

の
理

念

の

も
と
、

核
兵
器

の
廃
絶
と
脱
原

発
を
求
め
て
大
会
に
ご
参
加

の

彗
さ
ん
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
を
改
め
て
決
意

し
、

激

励
と
連
帯

の
メ
ツ
セ
ー

ジ
と

し

ま
す
。
　

※
大
会
資
料
集
よ
り

与
党

過
半

数
割
れ

の
新

し

い

政
治
状

況
を
受
け

て
訴

え

！

る
Ｔ
Ｖ
番
組
か
ら
…

人
間
は
な
ぜ
動
物
界

の
頂
点

に
立

て
た

の

か

▼

「
永
ぐ
と

で
は
魚
に
負
け
、

走

っ
て
は
動
物
に
か
な
わ
す
、

鳥

の
よ
う
に
空
を
飛
ぶ

こ
と
も

で
き

な
い
」
。

動
物
は
生
き
る
た
め
に

こ
れ
ら

の
特
性
を
生
か
し
て
競

い

含

っ
て
生
き

て
き
た
が
、

彼
ら
に

勝
る
こ
と
を
持
た
な

い
人
間
が
、

そ
れ
で
も
頂
点
に
立

つ
こ
と
が

で

き
た

の
は
、

「
者
え
る
動
物
」

で

あ

っ
た
か
ら
だ

▼
数
学
は
解

の
手

准
が
違

っ
て
も

「
解
」

は

一
つ
。

美
術
は
同
じ
物
で
も

「
０
０
人
が

描
け
ば

「
Ｏ
Ｏ
の

「
解
」

が
あ
る
．

民
主
主
義

で
は
百
人
百
様

で

「
あ

っ
て
い
い
」

▼
自
倉

の
者
え
以
外

の
多
様
性
を
認
め
る
と
き
、

ど

う

い
う
妥
協
点
を
見
い
だ
せ
る
か
だ
、

両
者
が

認
め
含
う
点

に
焦
点
を
含

わ
せ
、

お
互
い
譲
れ
な

い
点
を
認

め
含
う

こ
と
だ

（
概
要
）

▼
自
劣

に
都
合

の
悪
い
統
計
情
報
を
出

し

た
担
当
局
長
を
解
一屋
し
た
ト
ラ

ン

プ

大
統
領
は

「
核
」

の
キ
ー

を
も

握
る
。

「
大
本
営
発
表
」

仕
様
に

囲
ま
れ
た
ト
ラ
ン
プ

大
統
領

の
姿

を
想
像
す
る
と
き
、

核

の
危
う
さ

を
危
惧
す
る

▼
者
え
る

こ
と
を
忘

れ
た
人
間
は
頂
点
を
譲
り
渡
す

こ

と
に
な
ろ
う
か
。

は

て
、

誰
に
？

「
ま
さ
か
…

？
」
　

　

（
の
）
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９
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節
目
と
な
る
被
爆

８
０
周
年

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
あ
た

り
、

原
爆
投

下
に
よ
り
犠
牲
に

な
ら
れ
た
力
々
に
哀
悼

の
誠
を

捧
げ

る
と
と
も
に
、

い
ま
な
お

後
障
害
に
苦

し
ま
れ

て
い
る
ん

々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。広

島
と
長
崎
に
米
軍
が
投

下

し
た
原
子
爆
弾
に
よ
る
原
爆
被

書
は
受
忍
で
き
な
い
、

Ｓ
た
た

ぴ
被
爆
者
を

つ
く
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
訴
え
は
、

全
世
界

の
平
和
を
願
う
多
く

の
人
短
に

共
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条

約
が
発
効
し
、

さ
ら
に
昨
年
は

日
本
被
団
協
が

ノ
ー

ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞

し
、

核
廃
絶

へ
の
大

き
な
道
筋
が

つ
く
ら
れ

つ
つ
あ

り
ま
す
。

一
カ
で
、

今
年
６
月
に
は
ト

ラ
ン
プ

米
大
統
領
が

米
国
に
よ

る
イ
ラ
ン
核
施
設

へ
の
攻
撃
を

１
９
４
５
年

の
米
軍
に
よ
る
広

島
、

長
崎

へ
の
原
爆
投

下
に
な

ぞ
ら
え
て
、

正
当
化
し
ま

し
た
。

許

し
が

た
い
発
言
で
あ
り
、

強

党県連合活動日話
8/1原 水禁・カンパ廻り
8/4
～5原 水禁広島大会
8/98月 期党県連合常任幹事会
/12～ 13 事 務所盆休み
8/16平 和推進協・運営委
8/22参 院選1・2区総活交流会
8/23市 民と立憲野党の合同宣伝 マツキヨ前
8/26さ よなら原発県実行委 (武本)

7/23参院選後に市民と立憲野
党の合同宣伝再開;マイクは社
民党白宮田代表

参
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岡山市長選
9月 21日 告示 ～

10月 5日投開票

※合同宣伝・党定例街宣は

9/6(土 )イ 4:00～ 16i00

匿:嘉讐r


